
連合会ではKICSカードの団体取り扱いを行うととも
に、普及を進めています。クレジットカードの利用が増
加している昨今、KICSは便利なだけでなく、手数料率
や入金頻度など、本当に使えます。メリット多数です。

クレジットカードKICS

加入のお問い合わせは京都料理飲食業組合連合会 075(252)0287

取り扱い
やってます

組合員のみなさま
労働保険（労災保険・雇用保険）の
手続きはお任せください!
特別加入で事業主の方も労災に加入できます

京都府料理飲食業福祉厚生事業協会

お問い合わせ

各所属組合

〒604‐0951 京都市中京区二条通富小路東入ル晴明町673‐2 京都料飲国保会館 2F

もしくは

075（585）2521
rouho@athena.ocn.ne.jp

京料理 八清（きょうりょうり はちせい）

京都市下京区中堂寺前田町15-2　☎075（285）3645
12：00～14：00　18：00～22：00／不定休（要予約）

豆腐店を営んだ祖父母。その店を、先代である両親が料理屋とし
てリスタートしたのが始まり。50席ある大きな店だったが、5年
前に移転し、現在は個室のみで多くても10名ぐらいまで。昼は
9900円、13200円、夜は13200円、16500円、19800円の
会席コースという構成。住宅地の中に「見つける」喜びのある店だ

味
が
色
と
し
て
見
え
る

と
い
う
感
覚
と
ロ
ジ
ッ
ク

　

創
業
は
１
９
８
０
年
。

二
代
目
の
長
谷
川
明
行

さ
ん
は
京
料
理 

桜
田
で

修
業
し
て
家
業
に
就
い

た
。
修
業
先
で
教
え
ら

れ
た
、
今
で
も
心
に
刻

む
言
葉
が
あ
る
。「
一

番
、
大
切
な
方
を
思
っ

て
料
理
を
作
り
な
さ

い
」。
忙
し
く
店
を
切
り

盛
り
し
た
先
代
夫
婦
。

「
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
ま

し
た
」と
長
谷
川
さ
ん
。

あ
る
日
、
修
業
先
を
そ

の
祖
父
母
と
両
親
が
訪

れ
た
。「
ま
だ
力
量
も
伴

わ
な
い
駆
け
出
し
で
、

確
認
し
て
も
ら
い
つ
つ

…
で
す
が
、
祖
父
母
た

ち
の
料
理
の
味
付
け
を

任
さ
れ
た
ん
で
す
」。
大

切
な
方
を
思
っ
て
…
。

「
こ
う
い
う
こ
と
か
」。

そ
の
意
味
が
深
々
と
染

み
た
。

　

現
在
は
厨
房
で
料
理

に
集
中
し
つ
つ
、各
テ
ー

ブ
ル
、
利
用
客
一
人
ひ

と
り
に
微
細
な
味
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
心
が
け

る
。「
年
齢
、
性
別
、
体

調
、
暑
い
か
寒
い
か
、

今
な
ら
花
粉
症
と
か
、

で
す
ね
。
そ
れ
に
よ
っ

て
味
の
濃
さ
を
変
え
た

り
し
ま
す
。
色
で
味
が

見
え
る
ん
で
す
よ
。
こ

の
説
明
は
難
し
い
ん
で

す
が（
笑
）」。

　

そ
の
感
覚
と
ロ
ジ
ッ

ク
が
詰
ま
っ
た
、
写
真

は
コ
ー
ス
料
理
の
デ

ザ
ー
ト
。マ
ス
カ
ル
ポ
ー

ネ
の
ア
イ
ス
、
パ
ン
ナ

コ
ッ
タ
、
リ
ン
ゴ
の
コ

ン
ポ
ー
ト
、
高
級
柑
橘

せ
と
か
、
香
川
の
苺
さ

ぬ
き
ひ
め
を
盛
り
込
ん

だ
パ
フ
ェ
。
食
材
は
こ

れ
を
使
わ
な
い
と
い
け

な
い
、
と
い
う
縛
り
は

設
け
な
い
。

　

い
わ
ゆ
る
街
な
か
で

は
な
い
立
地
。「『
こ
の

辺
で
は
、
え
ぇ
店
や
な
』

と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ

四
季
折
々
の
会
席
料
理
を
供
す
る
、
コ
ー
ス
か
ら
八
寸
。
毎
日
通
う

市
場
に
も
近
い
立
地
で
、
石
川
の
知
人
か
ら
も
良
い
食
材
が
届
く

コ
ー
ス
は
月
替
わ
り
で
あ
り
、
他
の
デ
ザ
ー
ト
を
出
す
月
も
あ
る
し
、
盛
り
込
む
食
材
、
フ
ル
ー
ツ
も
季
節
で
替
わ
り
は
す
る
が
、
登
場
率
が

１
年
で
最
も
高
い
と
い
う
美
し
い
パ
フ
ェ

総会日程が下記に決定
京都府料理飲食業組合連合会の理事会、京都府料理飲食業福祉厚生事業協会の定時総会
が、下記の日時、場所で行われます。組合代表者各位のご参加をお待ちしております。
問い合わせは連合会、もしくは事業協会まで。

ば
」。
丁
寧
な
見
立
て
と

思
い
や
り
に
溢
れ
た
味

が
、
路
地
に
光
る
一
軒

だ
。
そ
の
光
、
ミ
シ
ュ

ラ
ン
の
調
査
員
も
見
つ

け
た
に
違
い
な
い
。

［日 時］令和８年５月28日（木）
［場 所］ヒルトン京都

●京都府料理飲食業福祉厚生事業協会 定時総会（16：00～17：00） B2F 螺鈿
●京都府料理飲食業組合連合会 理事会（17：00～18：00） B2F 螺鈿
●合同懇親会（18：00～） B2F 友禅

　

去
る
令
和
８
年
３
月

16
日（
月
）、
京
都
府
ふ

ぐ
組
合
が
第
12
回 

の
ふ

ぐ
料
理
教
室
を
開
催
。

「
家
庭
で
も
気
軽
に
ふ
ぐ

を
」と
い
う
意
図
で
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
結

果
、
ふ
ぐ
食
の
推
進
を

広
め
た
い
と
い
う
も
の
。

　

参
加
者
は
昨
年
よ
り

大
幅
に
増
え
て
32
名
。

「
馴
染
み
の
鮮
魚
店
に
勧

め
ら
れ
て
」「
友
達
に
誘

わ
れ
て
」な
ど
、
参
加
理

由
も
様
々
。

　

吉
田
昌
弘
理
事
長
ら

８
名
が
講
師
と
し
て
指

導
。
京
都
で
は
ト
ラ
フ

グ
、
シ
マ
フ
グ
、
サ
バ

フ
グ
を
取
り
扱
っ
て
お

り
、
そ
の
内
９
割
は
ト

ラ
フ
グ
と
い
う
説
明（
教

室
で
も
ト
ラ
フ
グ
を
使

用
）や
、
３
枚
あ
る
皮
の

ひ
き
方
、
湯
が
き
方
な

ど
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
参
加

者
も
体
験
。

　
「
楽
し
か
っ
た
」「
も
っ

と
参
加
し
た
い
」と
い
う

声
も
あ
り
、
好
評
の
う

ち
に
終
了
。
捌
い
た
ふ

ぐ
を
各
家
に
持
ち
帰

り
、そ
の
日
の
晩
餐
で
、

て
っ
さ（
て
っ
ぴ
付
）、

焼
き
ふ
ぐ
、
て
っ
ち
り

に
舌
鼓
を
打
っ
た
と
い

う
参
加
者
も
。

「
家
庭
で
も
ふ
ぐ
を
」の
思
い
で

今
年
も
京
都
ふ
ぐ
料
理
教
室

　

令
和
８（
２
０
２
６
）

年
４
月
１
日
か
ら
令
和

９（
２
０
２
７
）年
３
月

31
日
ま
で
の
雇
用
保
険

料
率
が
決
定（
別
表
・
飲

食
店
に
関
わ
る「
一
般
の

事
業
」の
み
掲
載
）。

　

失
業
等
給
付
等
の
保

険
料
率
が
労
働
者
負

担
、
事
業
主
負
担
と
も

に
、
下
記
表
の
と
お
り

昨
年
に
引
き
続
き
引
き

下
げ
と
な
っ
た
。

令
和
８
年
度
の
雇
用
保
険
料
率

昨
年
に
引
き
続
き
引
き
下
げ
に

訃　

報

（枠内の下段が令和7年４月～令和8年3月の雇用保険料率）

負担者

〈令和8年度の雇用保険料率〉（赤字は変更部分）

事業の種類

一般の事業

（令和7年度）

①
労働者負担

②
事業主負担

①＋②
雇用保険料率

5 /1,000 8.5/1,000 13.5 /1,000

5.5/ 1,000 9/ 1,000 14.5 / 1,000

　

平
成
15
年
か
ら
28
年
に
か
け
て
京
都
府
喫
茶
飲

食
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
理
事
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
佐
野
榮
治（
さ
の
・
え
い
じ
）氏
が
、
去
る
令

和
８
年
２
月
７
日
、逝
去
さ
れ
ま
し
た
。享
年
86
歳
。

　

京
都
府
料
理
飲
食
業
組
合
連
合
会
の
常
任
理

事
、
ま
た
平
成
10
年
か
ら
７
期
14
年
に
わ
た
り
福

知
山
市
料
理
飲
食
業
連
合
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
桐
本
明（
き
り
も
と
・
あ
き
ら
）氏
が
、
去

る
令
和
８
年
３
月
７
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享

年
85
歳
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（１）２０２６年（令和８年）４月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３９２号

https://www.kyo-ryoinren.com
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京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

令
和
７
年
度
第
２
回
理
事
会
開
催

５
つ
の
議
案
を
全
て
承
認

　

去
る
令
和
８
年
２
月

24
日（
火
）午
後
５
時
よ

り
、
ザ
・
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
京
都
三
条
内

「
京
都
洋
食 

ム
ッ
シ
ュ

い
と
う
」に
お
い
て
、「
令

和
７
年
度
第
２
回
理
事

会
」を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
牧
野
順
二
理

事
長
を
は
じ
め
、
多
数

の
役
員
が
出
席
し
議
案

の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

全
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
た
。

京
都
魚
菜
鮓
商
協
同
組
合

通
常
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

令
和
７
年
度 

第
59
期
通
常
総
代
会

開
催
日
、
場
所
な
ど
が
決
定

﹇﹇﹇﹇﹇

﹈﹈﹈﹈﹈

日

時

場

所

受

付

総
代
会

懇
親
会

令
和
８
年
５
月
26
日（
火
）

ヒ
ル
ト
ン
京
都

〒
６
０
４-

８
０
０
６

京
都
市
中
京
区
下
丸
屋
町
４
１
６
番
地

☎
０
７
５（
２
１
２
）８
０
０
７

午
後
４
時
〜

午
後
４
時
30
分
〜「
Ｂ
２
友
禅
」

午
後
５
時
30
分
〜「
Ｂ
２
螺
鈿
」

若
手
経
営
研
修
会
に
参
加

地
域
一
番
店
の
Ｑ
Ｓ
Ｃ
と
は

　

去
る
令
和
８
年
３
月

３
日（
火
）、
東
京
都
荒

川
区
東
日
暮
里
の
ア
ー

ト
ホ
テ
ル
日
暮
里
ラ
ン

グ
ウ
ッ
ド
に
て
、
令
和

７
年
度
の
全
国
中
華
料

理
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
に
よ
る
、
若
手

経
営
者
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
演
テ
ー
マ
は「
地
域

一
番
店
を
目
指
す
飲
食

店
経
営
」に
つ
い
て
。

　

東
京
都
よ
ろ
ず
支
援

拠
点（
国
が
全
国
に
設
置

し
て
い
る
無
料
の
経
営

相
談
所
）サ
ブ
チ
ー
フ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

金
子
敦
彦
氏
に
よ
る
講

演
内
容
を
一
部
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
華
料
理
店
に
限
ら

ず
、
全
て
の
飲
食
店
経

営
に
通
じ
る
こ
と
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
価
格
と
顧
客

満
足
度
の
関
係
性
に
つ

い
て
で
す
が
、
商
品
の

支
払
額
に
納
得
し
た
お

客
さ
ま
で
あ
れ
ば
、
さ

ら
に
納
得
よ
り
も
、
よ

り
満
足
を
追
求
し
、
向

上
心
を
感
じ
取
り
、
感

動
と
い
う
心
の
変
化
が

生
じ
た
時
に
、
提
供
す

る
価
値
が
高
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

逆
に
支
払
い
額
に
対

し
て
、
提
供
す
る
価
値

が
低
け
れ
ば
、
そ
れ
は

不
満
と
な
り
怒
り
と

な
っ
て
再
来
店
は
望
め

ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
、Ｑ
Ｓ
Ｃ
と
顧

客
満
足
度
に
つ
い
て
。

　

Ｑ
は
、
ク
オ
リ
テ
ィ

（
Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
／
付

加
価
値
の
出
し
方
）。
味

覚（
苦
味
と
酸
味
の
バ
ラ

ン
ス
が
最
高
、
等
）、
視

覚（
す
ご
く
き
れ
い
、

等
）
、
聴
覚
（
ジ
ュ
ー

ジ
ュ
ー
音
が
し
て
い

る
、
等
）、
触
覚（
ふ
わ

ふ
わ
、
さ
く
さ
く
し
て

い
る
、
等
）、
嗅
覚（
燻

製
の
香
り
が
広
が
る
、

等
）な
ど
五
感
を
刺
激
す

る
こ
と
。

　

盛
り
付
け
で
魅
力
を

高
め
る
。
器
を
変
え
る
。

客
席
二
次
加
工
で
付
加

価
値
を
上
げ
る
。
熱
い

も
の
は
熱
く
、
冷
た
い

も
の
は
冷
た
く
提
供
す

る
。
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
変

え
る
。
提
供
方
法
を
工

夫
し
て
付
加
価
値
を
出

し
、
情
報
を
提
供
し
、

仕
入
素
材
の
価
値
の
ア

ピ
ー
ル（
国
産
な
ど
）、

製
造
過
程
の
価
値（
手
作

り
感
）な
ど
、
提
供
方
法

の
価
値
ア
ッ
プ
を
図
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ｓ
は
、
サ
ー
ビ
ス（
Ｓ

ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
）と
顧
客

満
足
度
。
接
客
は
リ
ピ
ー

ト
率
向
上
、
客
単
価
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

Ｃ
は
ク
レ
ン
リ
ネ
ス

（
Ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

ｓ
ｓ
）。
基
本
は
清
掃
す

る
・
清
潔
な
状
態
を
維

持
す
る
こ
と
。
誰
が
、

い
つ
、
ど
の
場
所
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
か
、
顧

客
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
を

意
識
す
る
。

　

ま
と
め
に
、
飲
食
店

の
制
約
条
件
を
踏
ま
え

た
上
で
、
ピ
ー
ク
タ
イ

ム
の
稼
働
率
を
あ
げ
る

こ
と
。
一
人
当
り
の
単

価
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
で
、
そ
の
為
に
は
、

繁
盛
店
地
域
一
番
店
と

し
て
、
地
域
住
民
に
認

識
さ
れ
る
こ
と
が
有
効
。

そ
れ
に
は
顧
客
満
足
度

の
向
上
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
Ｑ
Ｓ

Ｃ
の
水
準
を
高
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
の

講
演
内
容
で
す
。

　

材
料
や
人
件
費
、
光

熱
費
等
の
高
騰
対
策
を

し
な
が
ら
、
商
品
強
化

策
を
打
ち
出
し
、
強
い

集
客
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る

た
め
に
、
原
価
や
手
間

暇
を
か
け
ら
れ
る
予
算

や
、
余
力
を
つ
く
る
仕

組
み
が
必
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
内
容
に
つ

い
て
は
飲
食
経
営
の
皆

さ
ま
に
は
、
す
で
に
脳

裏
に
刻
み
込
ま
れ
て
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
肝
は
実
行
す
る
か

し
な
い
か
。
自
店
を
輝

か
せ
る
た
め
に
、
磨
く

か
否
か
で
す
。
一
歩
前

に
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

副
理
事
長　

松
下
貞
幹

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０

　

去
る
令
和
８
年
２
月

17
日（
火
）、
ア
サ
ヒ
ビ

ア
レ
ス
ト
ラ
ン 

ス
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
京
都
に
お

い
て
京
都
魚
菜
鮓
商
協

同
組
合
が
第
70
期
通
常

総
会
を
開
催
、
２
０
２

５
年
度
事
業
報
告
、
決

算
報
告
、
２
０
２
６
年

度
事
業
計
画
案
、
予
算

魚
菜
鮓
商
協
同
組
合
青
年
会
も
総
会

新
会
長
に
小
笹
正
義
氏

　

去
る
令
和
８
年
３
月

４
日（
水
）、
京
料
理 
い

そ
べ
に
お
い
て
京
都

魚
菜
鮓
商
協
同
組
合

青
年
会
の
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

昨
年
度
の
事
業
報
告

と
決
算
は
無
事
可
決
。

新
し
く
会
長
と
な
っ
た

小
笹
正
義
氏
の
会
長
所

信
か
ら
始
ま
る
今
年
度

の
事
業
計
画
と
予
算
案

に
つ
い
て
も
可
決
さ

れ
、
す
べ
て
の
議
題
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
同
会
場
に
て

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

来
賓
の
京
都
魚
菜
鮓
商

協
同
組
合
の
田
中
登
理

事
長
、
京
都
全
卸
協
同

組
合
の
勝
村
一
夫
理
事

長
、
親
組
合
の
賛
助
会

の
参
加
者
ら
と
情
報
交

換
や
共
有
を
行
い
な
が

ら
、
親
睦
を
深
め
た
。

【
議　

案
】

〇
総
代
会
の
開
催
日
時
・
開
催
場
所
等
に
つ
い
て

〇
全
国
岩
手
県
大
会
に
つ
い
て

〇
令
和
８
年
度
組
合
費
の
賦
課
額
及
び
徴
収
方
法

に
つ
い
て

〇
総
代
の
欠
員
補
充
に
つ
い
て

〇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
会
社
の
選
定
に
つ
い
て

案
な
ど
が
審
議
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
同

店
で
懇
親
会
を
開
催
、

親
睦
を
深
め
た
。

２０２６年（令和８年）４月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可　定価一部１０円 第３９２号 （２）
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京
都
料
理
飲
食
業
国
民
健
康
保
険
組
合

編
集
人　

石
谷
彰
男

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
５（
２
５
６
）３
３
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
５（
２
５
６
）６
４
３
８

令
和
８
年
の
総
会
日
が
決
定

京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

京
都
府
料
理
生
活
衛

生
同
業
組
合
が
、
下
記

の
日
程
で
令
和
８
年
総

会
の
開
催
を
決
定
。
会

場
は
昨
年
と
同
様
、
料

理
旅
館 

鶴
清（
下
京
区

下
材
木
町
４
５
１
）。
同

組
合
が
多
く
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
お
り
、
問

い
合
わ
せ
は
事
務
局
☎

０
７
５（
２
２
１
）５
８

３
３
ま
で
。

令
和
８
年
５
月
19
日（
火
）

【
総
会
】17
時
〜

料
理
旅
館 

鶴
清

﹇
日　
　
　

時
﹈

﹇
場　
　
　

所
﹈•

令
和
７
年
度
事
業
報
告

•
令
和
７
年
度
収
支
決
算
報
告

•

監
査
報
告

•

令
和
８
年
度
事
業
計
画（
案
）

•

令
和
８
年
度
収
支
予
算（
案
）

•

そ
の
他

〈
第
１
号
議
案
〉

〈
第
２
号
議
案
〉

〈
第
３
号
議
案
〉

〈
第
４
号
議
案
〉

〈
第
５
号
議
案
〉

全
国
料
理
業
広
島
大
会
が

広
島
市
で
開
催
、
多
く
の
ご
参
加
を

　

来
た
る
令
和
８
年
６

月
１
日（
月
）、
２
日（
火
）

の
両
日
、
第
１
１
１
回

令
和
８
年
度
、
保
険
料
改
定
な
ど
各
議
案

第
１
５
１
回
通
常
組
合
会
で
承
認

　

去
る
令
和
８
年
３
月

10
日（
火
）、
ヒ
ル
ト
ン
京

都（
京
都
市
中
京
区
）に

お
い
て
、
第
１
５
１
回
通

常
組
合
会
・
令
和
７
年

度
単
位
組
合
代
表
者
会

議
を
開
催
し
、
令
和
８

年
度
事
業
計
画
や
組
合

会
計
歳
入
・
歳
出
予
算
、

組
合
規
約
の
一
部
改
正

（
大
阪
府
摂
津
市
の
地
区

拡
張
、
保
険
料
）等
７
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
予
算
は

別
添
の
と
お
り
で
す
。

昨
年
度
の
保
険
料
改
定

に
よ
り
保
険
料
収
入
は

《
令
和
８
年
度
の
主
な
改
正
》

◇
保
険
料
改
定﹇
表
参
照
﹈

　

▪
後
期
高
齢
者
支
援
金
分（
全
被
保
険
者
）を
月

　

額
１
人
４
０
０
円
引
き
下
げ

　

▪
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金（
18
歳
〜
74

　

歳
）の
追
加　

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
額
の
引

き
上
げ
…
１
人
１
，５
０
０
円
↓
２
，０
０
０
円

増
加
を
見
込
み
、
ま
た
、

新
た
に
開
始
さ
れ
る
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
や
前
期
高
齢
者
納

付
金
の
増
加
に
よ
る
国

庫
支
出
金（
補
助
金
）の

増
加
も
あ
り
総
額
で
１

億
８
１
５
万
３
千
円
、

４
・
４
％
増
加
の
２
５

億
８
，６
５
８
万
５
千
円

に
な
り
ま
し
た
。
高
額

療
養
費
の
増
加
等
不
確

定
な
要
素
も
多
い
た
め

予
備
費
に
約
３
億
５
千

万
円
を
計
上
し
、「
非
常

時
に
備
え
た
予
算
」と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
も
厳
し

い
財
政
状
況
で
す
が
、

組
合
員
・
被
保
険
者
の

皆
様
が
健
康
で
安
心
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
、
役
職
員
一

同
、
簡
素
で
効
率
的
、

持
続
的
な
料
飲
国
保
の

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
料
飲
国
保
の
ご
案
内（
保
存
版
）」等

届
き
ま
し
た
か
？ 

　

令
和
８
年
度
版
の「
料

飲
国
保
の
ご
案
内（
保
存

版
）」を
、
全
て
の
被
保

険
者
の
世
帯
に
送
付
し

ま
し
た
が
、
ご
覧
い
た

だ
け
ま
し
た
か
？

　

マ
イ
ナ
保
険
証
や
資

格
確
認
書
等
の
説
明
、

届
出
が
必
要
な
場
合
、

高
額
療
養
費
等
々
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
料
飲
国
保
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

保
険
料
の
計
算
や
各
種

届
出
様
式
等
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
、
ご
活
用
願
い
ま
す
。

４
月
か
ら
高
額
療
養
費
の

申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
す

保険料の試算ができます

詳しくはwebで検索!

料飲国保組合 検索

https://www.kyo-ryoinkokuho.com

　

医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
場
合
、
自
己
負

担
額
の
う
ち
所
得
に
応

じ
て
定
め
ら
れ
た
限
度

額
を
超
え
た「
高
額
療
養

費
」の
申
請
方
法
が
変
わ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

各
所
属
組
合
か
ら
申
請

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

を
し
て
い
ま
し

た
が
、
４
月
か

ら
は
、
該
当
者

の
方
に
直
接
、

料
飲
国
保
組
合

か
ら「
高
額
療

養
費
支
給
申
請

書
」を
送
付
し

ま
す
。
送
付
す

る
時
期
は
、
高

額
療
養
費
の
該
当
と
な

る
診
療
月
の
概
ね
４
カ

月
後
で
す
。
申
請
書
が

送
付
さ
れ
て
き
ま
し
た

ら
、
内
容
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
該
当
月
の

医
療
費
の
領
収
書
を
添

付
し
て
各
所
属
組
合
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保険料改定

後期高齢者
支援金分

現　行
1人当たり
月　額

1世帯当たり
月額限度額

改　定 （R8.4.1～）

子ども・子育て
支援納付金分
（18歳～74歳）

令和8年4月1日～

1人当たり
月　額

1世帯当たり
月額限度額

4,000円 16,000円 3,600円 14,400円

－ － 400円 1,600円

京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
料
理
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３　
﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）４
６
３
９

令和8年度　料飲国保組合　歳入歳出予算の概要
〈令和8年度予算の特徴 ： 令和7年度補正予算との比較〉
［予算総額］25億8,658万5千円 〈＋1億815万3千円　4.4％増〉
［歳入］ ◇保険料の増加（R7保険料の改定） 〈＋5,382万3千円　4.6％増〉
 ◇国庫支出金（国庫補助金）の増加 〈＋3,537万3千円　3.7％増〉
 ◇共同事業（高額医療費）交付金の減少 〈△994万円　27.6％減〉
［歳出］ ◇前期高齢者納付金の増加 〈＋3,818万4千円　19.2％増〉
 ◇子ども・子育て支援納付金の増加 〈新規　＋3,024万1千円 増〉
 ◇共同事業（高額医療）拠出金の増加 〈＋111万2千円　1.8％増〉

〈令和8年度歳入予算〉 （単位：円）

歳入科目
歳入総額

国民健康保険料
国庫支出金
その他補助金
共同事業交付金
財産収入
繰越金
雑収入等

25億8,658万5千
12億3,284万5千
9億8,055万6千

644万0千
2,610万9千
357万8千

3億3,439万1千
266万6千

24億7,843万2千
11億7,902万2千
9億4,518万3千

630万8千
3,604万9千
330万6千

3億0,654万9千
201万5千

1億  815万3千
5,382万3千
3,537万3千
13万2千

－994万0千
27万2千

2,784万2千
65万1千

104.4%
104.6%
103.7%
102.1%
72.4%
108.2%
109.1%
100.0%

⬆
⬆
⬆
⬆

⬆
⬆
⬆

令和８年度予算 令和７年度補正予算 増　減 伸び率

（単位：円）

25億8,658万5千
1億2,434万1千
10億8,601万6千
4億2,142万3千
2億3,688万7千
2億0,527万8千

3,024万1千
6,202万3千
6,792万4千

3億5,245万2千

24億7,843万2千
1億2,944万1千
11億1,762万3千
4億4,269万5千
1億9,870万3千
2億0,714万6千

－　　　　 
6,091万1千
6,792万4千

2億5,398万9千

1億  815万3千
－510万0千
－3,160万7千
－2,127万2千
3,818万4千
－186万8千
3,024万1千
111万2千

0
9,846万3千

104.4%
96.1%
97.2%
95.2%
119.2%
99.1%
－　  
101.8%
100.0%
138.8%

⬆

⬆

⬆

⬆

令和８年度予算 令和７年度補正予算 増　減 伸び率歳出科目
歳出総額

総務費・組合会費
保険給付費

後期高齢者支援金等
前期高齢者納付金等

介護納付金
子ども子育て支援納付金
共同事業拠出金
保健事業費

予備費・諸支出金

〈令和８年度歳出予算〉

高額療養費支給申請書
（　年　月分）

氏名
傷病名
医療費
医療機関名称
受療期間
◯◯◯
◯◯◯

と
な
る
全
国
大
会
が
広

島
市
で
開
催
さ
れ
る
。

　

年
に
一
度
の
業
界
の

仲
間
が
集
う
食
文
化
の

情
報
交
換
、
交
流
の
場

で
も
あ
り
、
主
幹
を
務

め
る
広
島
県
飲
食
業
生

活
衛
生
同
業
組
合
が
多

く
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
は
次
の
と
お
り
。

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
。

（３）２０２６年（令和８年）４月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３９２号
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「革命」がどんな道でも
魚好きが増えればOK

ソフト干物

御前御池 花登（おんまえおいけ はなと）
京都市中京区西ノ京御前通御池上ル船塚町18
TEL.075（821）1075

今田 元気
Imada  Genki

＼ ／

丹後から同店に就職し、今では「親より社長との付き合
いが長いです（笑）」。当初は3日で辞めて帰ろうかとも
思ったものの、従業員が丹後や山陰出身者で職場の雰
囲気も良く、先代からの「失敗を恐れるな。何度も挑
戦。聞かぬは一生の恥」と毎日かけられた温かい言葉
に見守られて、調理、仕入れ、シフト管理まで「大変で
すがやりがいがあります」という今がある。

取材協力：ENDEAVOR（慎孝水産）
舞鶴市平野屋65番地　☎090（5014）3831

次
の
時
代
の
料
理
人
を
発
掘
し
た
い
。

個
人
的
に
は
、
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
な
。

　

理
事
に
就
任
し
た
は

前
回
の
総
会
で
す
か

ら
、
昨
年
、
２
０
２
５

年
で
す
ね
。
先
代
、
父

が
長
く
役
付
き
の
理
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
。
組
合
に

は
父
の
代
で
加
入
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
思
う

ん
で
す
が
、
そ
の
父
が

２
年
前
に
亡
く
な
り
ま

し
て
、
も
ち
ろ
ん
世
襲

と
い
う
こ
と
で
は
決
し

て
な
い
ん
で
す
が
、
引

き
続
き
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

と
。
事
務
局
か
ら
は
狙

わ
れ
て
い
た
の
か
な
と

も
思
い
ま
す
が（
笑
）、

「
ま
ぁ
、
や
ら
な
ア
カ
ン

や
ろ
な
」と
い
う
思
い
と

い
う
か
覚
悟
も
あ
り
ま

し
て
。
と
言
っ
て
も
、

ま
だ
ま
だ
名
前
だ
け
の

理
事
で
す（
笑
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
組
合
の

こ
と
は
存
じ
上
げ
て
い

ま
し
た
し
、
私
も
家
業

を
継
い
で
30
年
あ
ま

り
、
40
代
で
青
年
部
の

部
長
も
お
受
け
し
ま
し

た
の
で
、
と
い
う
か
、

そ
の
お
役
目
は
現
在
も

進
行
中
で
す
。

　

理
事
と
し
て
の
父
の

仕
事
ぶ
り
は
、
あ
ま
り

分
か
っ
て
は
い
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
け
れ

ど
も
、
岡
本
理
事
長
ほ

ど
で
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
大
変
で
す
よ
、

理
事
長
の
お
仕
事
は
。

本
当
に
引
っ
ぱ
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
土
地
柄
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
先
代
理
事
長
の
今

康
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
と
い
う
、「
よ
そ

さ
ん
の
こ
と
は
見
ん
よ

う
に
、
言
わ
ん
よ
う
に
、

聞
か
ん
よ
う
に
」と
い
う

京
都
人
の
気
遣
い
み
た

い
な
気
質
、
良
く
も
悪

く
も
こ
れ
は
残
っ
て
い

る
と
も
思
い
ま
す
。
け

れ
ど
も
組
合
を
通
じ
て

料
理
業
界
の
輪
が
あ
る

の
は
あ
り
が
た
く
て
、

相
談
も
し
や
す
い
で
す

し
、
そ
も
そ
も
気
質
が

ど
う
こ
う
言
う
て
ら
れ

へ
ん
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
か
ら
ね
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
世

代
で
、
年
の
近
い

人
た
ち
と
は
話
し

合
っ
て
ま
す
し
、

そ
れ
は
青
年
部
で

も
同
じ
で
す
。

　

う
ど
ん
屋
さ
ん

も
喫
茶
店
も
あ
り

ま
す
し
、
業
態
は

様
々
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
え
ぇ
食
材

を
仕
入
れ
る
た
め
に

は
…
み
た
い
な
こ

と
は
や
っ
て
ま
す
。

　

当
店
に
関
し
て

言
え
ば
京
料
理
の

店
で
す
の
で
、
目
で
見

て
美
し
く
、
食
べ
て
美

味
く
、
話
し
て
楽
し
い

空
間
と
い
う
か
、
前
味
、

中
味
、
後
味
を
揃
え
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

曾
祖
父
が
創
業
し

て
、
確
か
な
資
料
は
な

い
ん
で
す
が
、
１
０
０

余
年
、
大
正
期
に
は
営

業
を
し
て
い
た
の
は
確

か
な
よ
う
で
す
。
仕
出

し
屋
と
し
て
始
ま
り
ま

し
て
、
中
で
も
川
魚
料

理
な
ん
か
は
今
に
受
け

継
い
で
い
る
と
思
い
ま

す
。
今
は
あ
ま
り
見
か

け
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
先
代
が
ど
じ
ょ
う

の
柳
川
を
名
代
に
し
た

の
も
そ
の
ひ
と
つ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
京
都
府

外
か
ら
も
お
召
し
上
が

り
に
来
て
い
た
だ
け
て

い
ま
す
の
で
、
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。

　

青
年
会
の
話
を
先
ほ

ど
し
ま
し
た
が
、
組
合

員
数
が
そ
こ
そ
こ
多
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
婦
人

会
と
い
う
の
も
あ
り
ま

し
て
、
母
が
婦
人
会
の

会
長
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
盆
踊

り
と
か
、
人
が
集
ま
る

機
会
が
減
っ
て
い
る
と

は
申
し
て
お
り
ま
す
ね
。

「
町
内
運
動
会
も
出
る

人
が
少
な
い
！
」と
ボ

ヤ
い
て
お
り
ま
す（
笑
）。

飲
食
店
も
商
売
人
。
商

売
人
は
人
の
気
持
ち
を

上
京
料
理
飲
食
業
組
合
　
理
事
　
松
本
義
敬

ま
つ 

も
と
よ
し 

ひ
ろ

曰
く
、
西
陣
の
端
の
端
。
で
あ
り
な
が
ら
、
徒
歩
圏
内
に
二
条
城
が
あ
り
、

御
所
み
な
み
、
な
ら
ぬ
御
所
西
と
も
言
え
る
絶
妙
な
る
立
地
。

専
門
学
校
を
出
て
、
数
年
の
修
業
を
経
て
家
業
に
就
い
た
四
代
目
。

青
年
部
の
部
長
を
務
め
る
傍
ら
、
長
く
役
付
き
理
事
を
務
め
た
先
代
亡
き
後
、

大
上
段
に
構
え
る
こ
と
な
く
、
満
を
持
し
て
理
事
に
。

淡
々
と
、
京
料
理
店
で
あ
る
自
店
と
、
理
事
に
向
き
合
う
新
任
の
思
い
。

京
料
理 

松
粂
（
き
ょ
う
り
ょ
う
り 

ま
つ
く
め
）

も
あ
り
ま
す
し
、

宿
泊
施
設
も
充
実

し
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
の
点
で
は
困
っ

た
こ
と
は
な
い
で

す
ね
。

　

５
年
、
10
年
ス

パ
ン
で
考
え
る
べ

き
課
題
は
、
次
の

時
代
の
料
理
人
を

切
望
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

上
京
と
い
う
立
地

で
言
え
ば
、
環
境

も
良
い
し
、
お
店

は
た
く
さ
ん
あ
る

ん
で
す
。
た
だ
、

く
ず
し
京
料
理
と
か
、

ア
レ
ン
ジ
系
が
増
え
た

気
が
し
て
い
て
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
も
良
い
ん

で
す
。
否
定
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
が
個
人
的
に
は
特

に
、
ク
ラ
シ
カ
ル
、
と

い
う
か
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ル
な
料
理
人
が
も
っ

と
欲
し
い
な
、
と
。
具

体
的
に
ど
う
す
れ
ば
、

と
い
う
の
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
ん
で
す
が
、

組
合
の
輪
を
通
じ
て
、

で
き
る
こ
と
を
さ
せ
て

い
た
だ
け
れ
た
ら
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。

汲
み
取
れ
て
、
気
配
り

が
で
き
な
い
と
い
け
な

い
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
商
売
人
が
減
っ
て
い

る
、
と
。
な
る
ほ
ど
、

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
女
か
ら
変
え
て
い

か
な
ア
カ
ン
！
」と
も
申

し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
に
も
期
待
し
て

く
だ
さ
い（
笑
）。

　

10
年
前
ぐ
ら
い
か
ら

で
し
ょ
う
か
、
コ
ロ
ナ

前
か
ら
観
光
の
方
も
増

え
て
ま
す
。
当
店
は
西

陣
の
端
の
端
だ
と
は

思
っ
て
い
ま
す
が
、
二

条
城
が
あ
る
エ
リ
ア
で

京
都
市
上
京
区
黒
門
通
椹
木
町
上
ル
森
中
町
５
９
２

☎
０
７
５（
８
１
１
）２
９
１
１

11
時
〜
14
時（
要
予
約
）　

17
時
〜
23
時（
Ｌ
・
Ｏ
・
22
時
）／
月
休

休
日
の
夜
は
子
ど
も
に
せ
が
ま
れ
　
　

回
転
寿
司
か
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ー
メ
ン
店
巡
り
で
す（
笑
）

これがルックスも干物っぽくない「ソフト干
物（銀鮭）」。価格は各フレーバー共通（写真
はバジルソース）で100g～120gの幅で
600円～650円。基本的に骨取りもして
あるので、頬ばっても大丈夫だ

大
正
年
間
、
仕
出
し
店
と
し
て
創
業
。
も
ろ
こ
、
筍
、
鱧
、

松
茸
、
蟹
、
ふ
ぐ
、
鶏
の
鍋
な
ど
、
春
夏
秋
冬
、
そ
れ
ぞ
れ

の
京
都
で
馴
染
み
の
あ
る
食
材
を
駆
使
す
る
京
料
理
店
。
文

中
に
あ
る
よ
う
に
鯉
な
ど
の
川
魚
、
特
に
ど
じ
ょ
う
の
柳
川

鍋
は
名
代
と
し
て
今
に
伝
わ
る
。
夏
に
は
鱧
の
柳
川
も
。
一

品
料
理
の
他
、
お
ま
か
せ
の
会
席
や
鱧
し
ゃ
ぶ
、
和
牛
、
す
っ

ぽ
ん
な
ど
の
コ
ー
ス
も
多
数
。
一
方
、
松
本
さ
ん
が
立
つ
１

階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席
は
割
烹
の
趣
。
３
５
０
０
円
か
ら
の
弁

当
の
出
前
も
行
っ
て
い
る

　ソフト干物？ それは何？ 造語ではなく、テイストモ
ディファイアという装置で製造した干物のこと。19℃か
ら23℃の温度幅で、オゾン光ととともに風を送り、臭み
がなく、かつ旨味が出るという装置で、2つの特許技術を
取得しているというスチコン並みの高級機械だ。いわゆる
干物が天日干しで、気象条件によってコンディションが変
わるところ、一定の条件で均一なクオリティにするという
ことなのだが、このソフト干物を扱う会社が舞鶴にある。
代表の松田慎平さんは近畿大学農学部水産学科に学んだと
いう根っからの魚好き。2011年に舞鶴に来て釣り具会社
で経営を学び、2021年に起業した。「目立ちたがりなんで
す。承認欲求が強いんでしょうね（笑）」というバイタリ
ティで「干物革命」を謳う。銀鮭、鯖、牡蠣など年間で約
20種、常時10種ほど、それぞれにプレーン、味噌、バジ
ルソースなどフレーバーを付けた干物を扱っている。真空
パックで2週間、冷凍すれば3年近く保つこの干物、その
ふっくらと柔らかい身は、「切り身」と言われても分から
ないほど。土鍋ご飯にすると、柔らかい上にフレーバーも
利いていて実に美味い。干物にも文化、伝統はあるだろう。
ソフト干物が邪道か正道かは分からない。ただ願うのは干

物の地位向上、ひいては魚食文
化を広めて魚好きを増やすこと。
道ではなく、味と人気が決める
ことなのだ。

土鍋で米1合と商品半分量で炊いたもの。バジルの香りも豊かで、シメジ、
ブロッコリー、オリーブ、バターを加えるなどアレンジはいくらでも浮かぶ。
原価300円で売価は1200円ほどでどうだろうか
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